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磁気的相互作用の及ぶ距離が短い非金属においても,正負の磁気的相互作用 (最近接 右 >0･
-568-
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第2近接J2-～-1/2Jl･lJn≧3 1≪ Jl)が存在し,0･13≦∬≦ 0･50でスピングラスが見
出されており,交流磁化率,磁化曲線,磁場中冷却効果,残留磁化等に特徴的ふるまいを示す｡




















プロットを用いて決定したキュー リー 点r｡直下で, 交流磁化率は鋭い山をもつ温度変化をす




















上 西 理 玄
NH｡Cl,NH｡Brは,NH‡の配向A.B(Figl)に関して無秩序な立方晶 (P相 )からそ
れぞれ ferro的な秩序相である立方晶 (8相 ),antiferro的な秩序相である正方晶 (γ相 )-
相転移するoこれらの混晶に対しての相図を Fig21) に示す○この系の2次弾性定数 (cl1
-012)/2は,2つの物質で異なった温度変化をすることが,報告されてお り(Fig3), 2つの′
相転移の秩序度の対称性と関係づけられて説明されている｡従って次の高次項の係数であるー3
次弾性定数 (TOE)が,相転移点近傍でNH4Cl･NH4Brの秩序度の対称性を反映した特徴
ある温度依存性を示すことが,期待される｡ 実際,山下 達崎は2),NH｡Cl,NH｡Brのβ
相においてTOEの測定を行い,TOEが, それぞれの物質で異なる温度変化することを見つ
けた｡(Fig4,5)NH4ClとNH4Brは,異なる相転移をするのでこの混晶のTOEが,どの
様な温度変化をするかは興味ある問題である｡
本研究では,NH｡Br｡.23Cl｡｡77に対 してTOEを測定し,NH｡Cl,NH｡Brの結果と比較
した.また測定したTOEから弾性波の非調和性と関係ある音響モー ド Grineisenparameter
rを計算し,NH4Cl,NH4Brの同じ量と比較 した｡
実験
試料は,水溶液から蒸発法で作製したNH｡Br｡.23C1｡.77である｡相図から興味ある∬-0･
5付近の試料は:,作れなかった｡TOEClll･C112,C123の温度変化を求めるため静水圧下
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